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　カナ（1782～1864）

　伊予絣の創始者。伊予郡垣
は

生
ぶ

村（現、松山市）出身。同村内今
いま

出
ず

の農家に生まれ、同じ村の農家・小
お

野
の

山
やま

藤
とう

八
はち

に嫁ぎ、享和年
間（1801～1804）に今

いま

出
ず

絣
かすり

を考案したと伝えられる。今出絣発
明の起源について、鍵谷カナ 頌

しょう

功
こう

堂
どう

碑（松山市西垣生町・長楽
寺）の碑文には、農家の藁屋根の葺き替えの折に見かけた押し
竹を縛った跡のまだら模様に心ひかれ、これを織物に応用して
織ったものが始まりと記されており、また飛

かすりおりたくみいさおひめのみこと

白織工勞姫命碑
（松山市西垣生町・三島神社）と伊予絣創始頌功碑（松山市・道
後公園）の碑文には、カナが金

こん

毘
ぴ

羅
ら

参拝の旅行中、寛政末（1800
年頃）に創始された久

く

留
る

米
め

絣を見て、自ら織り出したとする説
が記されている。今出絣は後に伊予絣と呼ばれ、日本三大絣の
一つとなり、広く知られ愛用されている。

略 歴
天明２（1782）年　　　　 　伊予郡垣生村今出に生まれる。
享和年間（1801～1804）年 　今出絣を考案
元治元（1864）年５月28日 　83歳で永眠

（胸像：旧民芸伊予かすり会館敷地内）
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　　　愛媛県教育会　1983年
 ・『愛媛人物博物館　人物探訪第６集』　愛媛県生涯学習センター　2004年
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